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はじめに

現代社会において、自らで被服を創造し、着用する者は限られた存在となった。現代人の多

くは基本的に流行性の高い既製服を購入し、着用し、廃棄している。

そもそも日本の服飾文化においては、着物(和服)は一反の布から直線縫いを中心に仕立て

られ、着用し、また解くことで染色を施して再び仕立て着用するという流れがあった。その着

物が親から子、子から孫へ受け継がれることもそう珍しいことで、はなかった。また、着古して

しまい、さすがに着用が難しい場合も、解いて布の状態に戻して、日用雑貨へ変貌させて使い

切るという、布の用途を限定しない文化を持っていた。もとは着用していた被服が解かれ、布

になる過程を目の当たりにしていた時代に比べて、現代の、特に若者は服装の構成に対して大

変鈍感で、あると考えられる。

しかし、高等教育機関において被服について学ぶ者は被服文化、構成等に関心があり、また、

他の分野の者よりも知識・思考において独自のこだわりを有することが望ましいと考えられ

る。よって、本学に在籍する生活デザイン・情報学科 生活デザイン分野のファッションに興

味のある学生に対して、被服製作実習の授業において、どのように被服に対する興味・関心を

引き出し、被服製作の大前提である被服構成についての理解を深め、ユニークな創作活動へと

展開させることができるかが、本研究に至ったきっかけである。

先行研究について

被服製作実習の授業に関する先行研究は多く見られる。特に実習受講者の縫製技術と意識を

明らかにする田村和子氏・西村千代氏による「大学生の被服製作に対する意識と縫製技術の習

得J(W高知大学教育実践研究.120号、 2006年)は注目に値するもので、本研究と関連が深いも
のであると思われる。また、本研究の考察を手助けするものとして、布施谷節子氏・高部啓子

氏による「家政系女子短大生と母親の被服製作能力と被服製作の必要性に関する意識と実態J

(r日本家庭科教育学会誌.146号3巻、 2003年)が挙げられる。本学の学生も家政系の学生であ
り、短大生との比較も可能であるかと考える。研究手法として、母親の被服製作能力との関連

も興味深いものである。

また、大学生ではなく、小・中・高の生徒を対象として、家庭科の授業における被服製作実

習の製作キットなどの利用に関する研究も興味深く、関連するものであると考えられる。とい

うのも、本学学生もこれまでの被服製作においてはキットを使用して実習を行ってきたものが

少なくないのである。自分自身で布を選び、裁断し、また、そのほかの服飾資材を準備すると
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いう一つの被服を完成させるプロセスについて、実質的な体験をしているものが少ないため、

結果として、縫製技術が未熟である、あるいは構成への理解が不足しているという結論が導き

出されるであろう。

こういった先行研究の中で、被服構造の理解のため、既製服の解体をしたものは、特に大学

生を対象にしたものは見受けられない。これはおそらく、それまでの中等教育課程の段階で行

われている、基礎知識は十分あろう、という前提があるからだと考えられる。しかし、学習指

導要領における「家庭」の時間削減や、食分野に重きをおく社会風潮から十分な被服製作実習及

び体験をした学生は少なく、大学の被服実習が実践的な実習の機会であるという現状である。

方法

1 )調査対象

広島女学院大学で行われるファッション・デザイン実習 II (洋裁)を受講する学生16名

2 )調査日

2009年10月5日及び19日

3 )方法

包被服構成に関する基礎知識として、洋服(シャツ・パンツ・スカート)の部分名称を解説す

る配布資料(図 1)を用い、講義する。調査者は講義を聞き、配布資料に用語を記入する

シ白 ツの鑓分.~啓

パ"の忽分.，色

図 1洋服の部分名称を確認する配布資料 (注1)



110 (猶崎久美子)

また、ワンピースデザインにも使用できる部分名称やデザインに関する以下の用語を確認さ

せる。別の配布資料に用語がすでに記載されており、形については黒板を使って説明し、それ

をメモするよう指示をした。

シルエットについてはストレートシルエット・フィット&フレアシルエット・テントシルエ

ット・逆三角形のシルエットの4用語を、切り替えについてはセンターライン・プリンセスラ

イン・パネルライン・ノーマルウエスト・ハイウエスト・ローウエスト・ヨークの7用語を、

ネックラインについてはラウンドネック・ Uネック・ボートネック・スラッシュドネック・オ

ープンフロントネック・ Vネック・バレリーナネック・スクエアネック・ダイアモンドネッ

ク・ハートシエープトネック・スカラップネック・アシメトリックネック・ストラップレスネ

ック・オフショルダーネック・キャミソールネック・オブリークネック(ワンショルダーネッ

ク) ・ホルターネックの19用語を、袖(スリーブ)については、ノースリーブ・ハーフスリー

ブ(3分丈・ 4分丈) ・エルボーレングススリーブ・スリークォーター(プレスレット)スリ

ーブ・リストレングススリーブ・セットインスリーブ・ドロップトショルダースリーブ・エボ

ーレットスリーフゃ.ラグランスリーブ・ヨークスリーブ・タイトスリーブ・ランタンスリー

ブ・タックスリーブ・チューリップスリーブ・ダブルスリーブ・フレアスリーブ・パゴダスリ

ーブ・レッグオブマトンスリーブ・ビショップスリーブ・ピラゴースリーブ・ドルマンスリー

ブ・シャツスリーブ・キモノスリーブ・エポーレットスリーブ・パットウイングスリーブ・フ

レンチスリーブ・キャップスリーブ・ナチュラルアームホール・スクエアアームホール・アメ

リカンアームホールの29用語を確認させた。

②被服構成に関して気付きを促す配布資料を用い、学生それぞれに被服の解体を行わせる。解

体する被服は各自の家で廃棄する予定の不要服を使用する。配布資料の項目は以下の内容であ

る。

<裁断する前に>

・何枚の布を合わせてその被服ができているか、予想パーツ枚数を記入

・袖ぐりの形を見て、自由記述

・衿ぐりの形を見て、自由記述

<裁断>

・付属品の種類と数の記入

<裁断した後は>

-何枚の布を合わせてその被服ができていたか、パーツ枚数を記入

・袖ぐりの印象変化を、自由記述
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-衿ぐりの印象変化を、自由記述

・そのほか解体被服の観察を通して、自由記述

③解体した被服を用いて、被服の部分名称の再確認と解説

4 )使用した道具

不要服、裁ちばさみ、糸切りばさみ、リッパ一、定規

写真1作業の様子 Tシャツを解体する調査者

結果及び考察

1)解体した被服について

調査者が持参した被服は、カッターシャツ、セーラー襟付半袖カットソー、半袖Tシャツが

3点、ス トライブブラウス、フード付長袖カットソー、アーガイ lレ柄襟付シャツ、長袖Tシャ

ツが2点、白ブラウスの計11点であった。本来1人につき 1点を持参する よう指示を出したが、

忘れた学生がいたため、何着かは 2人で解体を行うよう指示した。

持参した被服はすべて女性ものの被服であった。また、持参する不要服の種類は指定しなか

ったが、普段使用頻度の高いニット素材のカッ トソーを持参する調査者が多く 、次いで綿のブ

ラウス・シャツ形式のものが多かった。これらは、調査者が最も身近に着用している被服であ

り、かっ、買い替え頻度が高いため不要服と して持参しやすいものであったと考えられる。

今後の指導に関しては、一人1着の不要服の持参は徹底する必要があると考えられる。

また、持参する被服の偏りがみられるため、事前に調査者にグループを作り、 Tシャツ、ブF
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ラウス・シャツ形式以外の被服、たとえば、下衣や男性用の被服も含めて持参させるという指

導法が考えられる。これらのバリエーションのある被服の解体を行うことで、被服構成への理

解がより深くなると考えられる。

2)解体前と解体後の被服構成パーツ枚数について

調査者は被服解体前にまず被服を 5分程度観察し、構成パーツ枚数を数え、配布資料に記入

を行った。

その後、実際に解体したのちはそれらを広げて、実際の構成パーツ枚数を数え、記入した結

果は以下の表1のようになった。

解体前 解体後 被服(J)種類

4 自在時袖Tシザソ

4 5 号伴抽Tシザソ

5 自③セーフー襟付弓三幸町コットソー

5 6 骨ビーフー襟付半全面コットソー

5 7 壁崩由Tシャツ

5 7 吾混袖Tシザソ

10 25 ⑨白ブラウス

10 12 ⑤ストライプブラウス

10 10 ⑦半袖Tシザソ

10 12 ⑤czトライブづラウス
11 16 ③フード{寸長主留コットソー

12 22 @自フラウス

15 15 ⑮アー力.イJl柄襟{寸シャツ

15 15 ⑮アーガイJl柄襟{寸シャツ

18 20 。力ッタ}シャツ

18 20 。カッう言}シャツ

表1 被服解体前と解体後の構成パーツ数の変化

ほとんどの調査者は実際のパーツ数より少ない数を解体前に記入している。構成が比較的簡

単なTシャツに関してはほとんど誤差がないが、シャツ・ブラウス形式の解体を行った調査者

は誤差が大きく、見た目以上にパーツ数が多いことに驚きを隠せないものもいた。

この調査は解体前後で自身が，思っているより多くの構成パーツがあることを理解してもらう

ことが狙いで、あったが、調査者の反応からそれが成功したことがうかがえる。

ただし、同ーの被服を解体したにもかかわらず、解体後の構成パーツ数の組輯のある調査者

がいたため、授業に対する集中力の向上と共同作業者との確認作業の重要性の認識を高める必

要があることが今後の課題である。
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3)被服解体前と解体後の印象記述内容について

①袖ぐりについて
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調査者は解体前に被服の袖ぐりの形について、観察を行い、その印象を自由に配布資料に記

入した。

その後被服解体を行い、解体後の袖を確認し、その印象を配布資料に記入した。その結果は

表2のとおりである。

抽ぐりの印象〈島幸博前〉 補ぐりの印象〈解体後〉

ノーマルな半袖・ポロシャツとかの拙=似ている 患ったより紬ぐりを題く取っていた

セットインスυ}フ・きっちリとした型 前の豆諸想像c:きそう1:::主主L刈まど変わった
ナチュラルアームホール 袖をのけるとうンニンタになった

SPにぴったり 特1:::翠わりはなかった

ノーマルな形・腕の動力、しが自由で動きやすそう 想橡どおり、 4枚からてきていた

変わった。
セットインスリープのl'!:，になっている

販を見え感じと裁断したf畠と1;):鴻聖書になっている

体にぴったりな珪じ・ゆとりがあまりない・
重己i主なし

見た自百三少しきっそう・動きにくそう

変わった。

切り口が楕円形 とても争くの布でできていた力1つながヲていて、

折りj!jLて縫われているところも争かった

思っていたよりも袖ぐ・リ1;):広く醇t，ていなかったo
腕の付け根で切り替え・ストレートスリ』フ

曲持紛4な才三らか

SP にぴったりてちょうど¥礼、 こま力、力、った

ゆるい力』づになっている 大きtJ、った

ゆるい力一切=なっている 聖子3求りホームベースのような用=なっていた

f幸にぴったりiままる・ゆとりが芯い 広かった

ナチュラルア}ムホール・υストレンタスυープ 袖iこ半ャザーがよっていた

大きめに作られている 形t.i、た'-，ぷ5筒ヲったo大きい

SNPから少し曲がって下jている・ゆったり 量買:;tJこ縫ってあると思った

表2 被服解体前と解体後の袖ぐりに関する印象変化

調査者の記述には「セットインスリーブJIナチュラルアームホーム」など名称、用語を使用

する解答が見られた。しかし、 3分の 1の学生の回答の中に「ゆとりがあるJI腕の付け根で

切り替えがある」など見た目のままの記述であったので、全員が用語を活用した記述ができる

よう事前指導で確認が必要である。また、事前に採寸の授業を行ったため、採寸に関する用語

(注2)が使用されていたことから、採寸と被服構成の関連がうかがえた。

広げてみたときの形について言及する解答もあり、解体前には単なる長方形の筒のように見

える袖が、広げてみると「野球のホームベースのような形になっていた」という記述から確認

できるように、思った形と違うことに気付いた調査者もいた。本調査の狙いはここにあり、見

た目と実際身体に沿うようにデザインされたパーツの形の違いをもっと気づいてもらうために
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は、解体後の解説でより丁寧な説明を必要とすると考えられる。

②衿ぐりについて

調査者は解体前に被服の衿ぐりの形について、観察を行い、その印象を自由に配布資料に記

入した。

その後被服解体を行い、解体後の衿ぐりを確認し、その印象を配布資料に記入した。その結

果は表3のとおりである。

お吃りの申書量〈轟宰f軍筋〉 持寸りの印象伯郡宰f童〉

ヌ"iifお縮設予つ孔もた Vヰッタftl:-5一泡ラーJ-

手取Jlヨ司まつりることで毘昔づくヲている'
思コ主主主り衿ぐリ空路氏烈コていた・Vヰッ合法コた

もo';)i首、正方形めようお頁車ましていてび3くり 3
コロントヰ"寺市青イン1-:から事事自主司00'"ず2

続く租<V"，，1:..J 高まリ蕩茸ヨ宅己主品事

5~......ドヰック 持品H て:/J:f<轟冨寄っあった

ポ三割ンをと垣3ると習にぴったり 持 1;1:パツ'1:1'>4古都島り、踊lI::l::作 Sれていた

包』ラー・刀ラーの害畠.v亭ヴ0・声ぎな白い慢が
伺もSている・フロントヰッタ明書、制Ocm包.，.ても、る・

tl:ーラーおラーの持が1枚主主と患っていたら

2牧師識から苛菅でいたa
2議室轟の布唱ま懐句古いる

帝京り聞いておいゆわりと，U.，，1:..J 毒素リ蛮わら踊，い晃且こ滋.:;と蕩わリかなかτ，1:.

コロン子ヰ?クポイントより.J::寸志Uコたり。
3殺の布から唱すでいた

晃1と習がも'"もきっモ吾，動きにくそうa

誇l;;l丸く、コロント串υタポイントから穴密酪= 究者ヲコ説:02枚で-.:'l雪ていてゆるも百口 ヲおも

晶、亀てLドる かかってい員二a

フロントヰヲヨ声j<イントよりも歩し君主噛1:: 飽身kjllと緯ろ身磁を詑べると、宇於リめ置!;~雪具合湾、

渇いている 渇..，.f""， (前書記詞の方tl'm:.M.，でL鳴〉

遺書耳定，ったり叶哲三量ン官認渡す吾 同志方潟、.，，~孟

豊富かも話時中心』揖潟、て VのHi!1::拐事ている ゆるいカーぜな猿まだでp主主

量電力、各誌の中心=由砲、って V白露l::i<I:"ている j 童書草月前とー鍵挺った

ツロント串ヴヨ説明イントよりよ宅、ぴったりに
:13枚め布沼、らで嘗ていた

車:t~n~也

Uヰック・あいている 後ろ身'JV>主主主将軍L、、

閉ま丸〈て、コロントヰッタポイントから謀説畠

あいている
;穴きも」これを主主てもどこの都世油、金書嵩わかろ制.'

一番ょのポ虫ンまとめるとひ，たリ 身体ぬ殿也フザツトするよ:;1也伶嘗て諮るとわか ~T~

表3 被服解体前と解体後の衿ぐりに関する印象変化

衿の形について、「ラウンドネックJIUネックJなど名称用語を使用する解答が見られた。

しかし、袖ぐりの印象記述と同様、学生の回答の中に、「基本ぴったりJIボタンをとめると首

にぴったり」など他者に印象を説明するには語柔不足の記述がみられた。そもそも、記述前に

質問意図が十分理解できていない可能性も高いと考えられる。この調査においては、衿がどの

ように被服につけられているか、また、見た目の衿の形と解体した際の形の印象の変化を記入

してもらうことが狙いであったが、指導の際にはそういった説明を丁寧にする必要があると考

えられる。また、作業後の記述であることから疲弊してしまった学生も見られたため、集中力

の向上が授業内で努力すべき点であると考えられる。

また、袖ぐり同様、採寸に関する用語との関連性も見られた。授業の間隔が近いうちは用語
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を確認し、使用する傾向があることがうかがえるため、普段の授業でもこういった専門用語の

活用の機会を増やし、デザインや製作現場でのコミュニケーションに活かすよう指導が必要で

あることがわかった。

衿については更に一点特記すべき事項がある。ブラウス・シャツ、また衿付のカットソーを

解体した学生の回答からは一様に衿が複数枚で形作られていることへの驚きが多くみられた。

普段着用する被服が軽装化し、衿のある被服は堅苦しいイ メージがあるのかあまり好まれない

ようであるため、同時に、その構成についてもあまり興味を抱くことがないため、このような

結果になったのだと考えられる。

4 )被服解体後の印象について

被服解体作業終了後、調査者に改めて解体した構成パーツを大きく 広げさせ、観察を行わせ

た。また、特に構成パーツ数の多いシャツの部位を使って、今一度被服の部分名称を確認し、

解説を行った。

写真2 解体した被服 もっとも構成被服パーツ数の多かったカ ッターシャツ

写真3 解体した被服 前身頃のデザイン性の高かったTシャツ
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この内容は今後ワンピース製作を控える調査者へより被服構成パーツの理解を深めるための

ものである。その後、解体作業全体に関する印象を自由に配布資料に記述してもらった。その

結果は表4のとおりである。

用語等を解説後であったため、袖、衿以外にも言及した記述がみられる。また、今後ワンピ

ース製作をするにあたって、「見返し」の理解は不可欠で、あると考え、解説の中で丁寧に述べ

たが、それについては記述がなく、印象に残らなかったことがうかがえる。しかし、多くの部

位があることから被服を 1着製作することへの労苦や大変さ、また、現在使用している被服の

作り手への意識が芽生えたことが大きな変化であったと言える。

全情的な印象

衿が=重l!主Jだったことlご罰つかなかった。袖乃再泊三){ンツめような11'2だったこと1;:窯乱首た。

ポ"，ンのところの布は ~llê' j.乍られτいるとは呈討コおかった。

宇由F担才根がとても穴きい

持やそで怠ど品目かいところlまどパーツが多くあった

2閉ま一枚の布からできてし 1るのではなく、何枚かの布でできているということを改めてf想二た。

衿は今まで 1枚の布でできていると思っていたけど、衿のほとんどは 2柄小らTきていることに

気つきましたb

何枚も布を重ねて-r::きていることが分かりました。切コた繍乱 1枚ずつが丁寧に重なコてあり、

人の手によって伶られてるあり封、たみがありました。

地のパーツが思コたより多かコた。

思ったよりももくの布でシャツはできており、たくさんの車問説、合わさって1つの服ができてL市三と力、

政めてわかって股在搾る穴変さが分かった。

"J身頃は何枚もめ布をつなぎ合わせたうえ1;:、描弘、目を詞』出したデザインだったのを、

予想ましていたけどパ}ツが多くて聾弘、た。

こま力、力、っ1こ

すそよげが意外と丈到こ作ってあった。

たくさんのパーツから菅きていることlこひっくりした

袖のパーツゎ、とっても多くてびっくりした。身頃の布が全部つな力、つー乱、て、長一ツになっていた。

歩一ツ力、全然なかった。衿ぐりが思ったより広かった。袴のパーツがあったことに量君。

1枚の源宅もたくさんの布せできていること刀、分かった。いるんな野也をつなぎ合わせているので

ぞれだlゴ作るのは穴蛮ヨさと想二た。

布の端が遣う布で覆われていて、見た目もよくてほつれな~ ¥ようになっていてすごL叱思った。

表4 解体した構成パーツに関する説明後の全体的な印象

ワンピース製作へつながる構成理解については、やはりワンピース解体が最も適しているこ

とが言うまでもないが、そうではない被服に関しでも理解を深めることによって、調査者自身

の被服への意識は確実に持たせることができる、ということが本研究から明らかになった。ワ

ンピース製作実習のみに重点を置くのではなく、今後の衣生活にもかかわる内容としてこの授

業展開は考えていくべきであると考えられる。
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5)授業全体の印象記述について

筆者の授業では授業の終わりに授業全体を振り返り、どういったことを理解したかなどの感

想を書かせている。この調査日の授業においても同様のことを行ったが、その中で被服解体の

作業についての記述がいくつか見られたので、表5を用いて確認をしたいと思う O

調査者の概ねの感想は被服解体後の印象と同様のものであるが、その後行ったワンピースデ

ザイン画作成の作業と関連させて感想を記入したものもいた。これは本研究の最も重要視した

ワンピース製作への支援という狙いにつながった解答である。こういった感想を持つものが増

えるよう、より理解しやすい授業展開の工夫が必要である。

授業全体の感想より被服解待作調』関する記述のみ抜粋

なかな力、胞を解悼するとLゆ経験はできないため、とても貴重[TJ経験1;:なった。

これからワンピースを作るよ広告草{執Jt:=..Jtーツを克ておくことId:イメージがつき廿すく、助かった。

服 1枚の定説乃ため1;:何枚も布を浸っていることも主昨1て勉強』なった

シャツがとてもたくさんの布C'C'きていたので禁乳、た。とても霊智1た。

且田町構造力、どうなヲているお、をじヲくリ考える」とができた。

地時おf乍主宰三った。 ζまかおHーツがたくさんあった。

』日目)}t ーツ力、たくさん百;;~O)I こ軍事きました。

今日弘、うんなf乍業主主して大変でした。

表5 授業全体の感想より被服解体作業に関する記述のみを抜粋

おわりに

本研究は、ワンピースという被服の製作をその後の授業に控える調査者に対して、その理解

を支援するために、被服解体という作業を行わせたものである。普段被服管理を他者に任せて

いるものが多いと考えられる調査者たちにとって、着用していた被服にはさみを入れるという

体験はほぼ初めてのことだったようで、作業終了後は疲労していたものの、新しい発見に目を

輝かせていたことも大きな発見であった。

調査の結果からは、解体する被服の選定の徹底と、解体後の解説を詳細なものにすべきであ

るという反省点はあるものの、概ね、構成理解へのきっかけにはなったことは明らかである O

来年度の同一授業においても、本研究の反省点を活かし、より被服構造の理解とワンピース製

作への導入のための授業展開を行っていきたいと考えている。

最後に実習授業に際して授業進行及び写真撮影等に協力いただいた植木由香実験実習助手に

感謝いたします。
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注

1 知りたいことがすぐわかる!ソーイングの基礎レッスン 手縫い・ミシンソーイング』アップルミ

ント 2008年 5月10日 P21より引用

2 SP=ショルダーポイント SNP=サイドネックポイント

図・衰・写真出典一覧

図1 注1参照

表1-5 調査表を用いて筆者が作成

写真 1-3 広島女学院大学実験実習助手植木由香氏撮影
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